
『患者等搬送事業』とは、緊急性のない方で交通手段がない場

合（通院、入退院や転院、社会福祉施設等への送迎など）に、移動

手段としてご利用いただける、本消防本部が認定している民間救急

事業のことを言います。

この搬送事業者の自動車には、応急手当等に必要な資器材が積

載され、応急手当や搬送方法について必要な講習を修了した乗務

員が乗車しており、安心で安全に利用することができます。

現在、管内（湖南市・甲賀市）でこの認定を受けている事業者は、

次のとおりとなりますので、救急車を上手く使い分けるための一つの

目安としてご活用ください。サービス内容や料金などの詳細につい

ては、各搬送事業者へ直接お問い合わせください。
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隔月１回
15日発行甲賀広域行政組合消防本部からの情報を発信します！

救急受診アプリ『Q助（きゅーすけ）』とは、急な病気やけがで救急

車を呼ぶべきか迷ったときに、その判断のサポートをしてくれるアプリ

です。このアプリは、『AppStore』『GooglePlay』からスマート

フォンやタブレットにダウンロードすることが可能です。また、Web版

も公表されていますので、ぜひご活用ください。

（1）発行：甲賀広域行政組合消防本部消防総務課 〒528-0005 滋賀県甲賀市水口町水口6218番地 ☎0748-63-7930 http://www.koka-koiki.jp/

事業所名 住所 電話番号

特定非営利活動法人
アザレア掛橋コネクション

甲賀市水口町山3350-98 0748-69-5999

介護タクシーみつばち
甲賀市甲南町希望ヶ丘
本町三丁目857-233

080-1449-0038

新型コロナウイルスの感染拡大や熱中症などにより、最近では、本

消防本部管内(湖南市・甲賀市)における救急車の出動件数が急増してお

り、救急車を呼んでも最寄りの消防署から出動できず、本当に救急車を

必要としている方への対応が遅くなるといったケースが発生しています。

本消防本部では、救急車に適正利用に関するステッカーを掲示するな

ど、市民の皆さんに適正利用を呼び掛けているところではありますが、

改めて救急車の適正利用にご理解とご協力をお願いします。

▲『Ｑ助』案内サイト

（総務省消防庁）
Ｑ助

救急車を呼ぶほどではないが、どこの病院に行けばよい

のかわからない場合は、『医療情報案内ダイヤル』または救

急情報提供サービス『医療ネット滋賀』をご利用ください。

◆医療情報案内ダイヤル
☎０７４８ー６２－３７９９

◆医療ネットしが
https://www.shiga.iryo-navi.jp/qqport/kenmintop/

▲医療ネット滋賀
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（２）発行：甲賀広域行政組合消防本部消防総務課 〒528-0005 滋賀県甲賀市水口町水口6218番地 ☎0748-63-7930 http://www.koka-koiki.jp/

令和４年甲賀消防管内

災害発生状況(６月末現在)

火 災 38件

救 急 2922件

救 助 50件

その他 140件

Facebook

※上記QRコードで簡単にアクセスできます。

https://www.facebook.com/kokashobo.119/

甲 賀 消 防

～熱戦が繰り広げられました～

～消防救助技術指導会が開催されました～

２０２２年６月の『こうか消防１１９』第33号でお伝えしたとおり、令和４年６月11日

（土）、滋賀県消防学校に滋賀県内の救助隊員が一堂に会し、『第45回滋賀県消防救

助技術指導会（レスキュー大会）』が開催されました。本消防本部からは、『障害突破』

という訓練種目に１チーム５名の隊員が出場し、見事、第２位の成績を収め、６年ぶりに

上位大会である『第50回消防救助技術東近畿地区指導会』に出場することが決定し

ました。

～甲賀消防の持ち味を発揮！～
令和４年７月29日（金）には、東近畿地区７府県の各消防本部から選抜された救助

隊員が一堂に会し、35度を超える炎天下の中、『第50回消防救助技術東近畿地区指

導会』 が開催され、本消防本部から、滋賀県大会を突破した障害突破の１チーム５名の

隊員が出場しました。隊員たちは、それぞれが自分たちの持てる力を十分に発揮し、甲

賀消防の持ち味である『活気と勢いのある一本』を披露しながら最後まで全力で駆け

抜けましたが、惜しくも全国大会への切符を勝ち取ることはできませんでした。

関係者の皆様におかれましては、たくさんの応援とご支援をいただきまして、誠にあり

がとうございました。本消防本部では、今後も地域の安心と安全を守れるよう、様々な訓

練をとおして消防救助技術の向上を図っていきますので、引き続き消防業務に対するご

理解とご協力をよろしくお願いします。

５人１組（補助者を含む。）で４人が緊密な連携の下、一
致協力して「乗り越える」「登る」「渡る」「降りる」「濃煙を
通過する」の基本動作により５つの障害を突破するという災
害現場の様々な障害を想定した訓練です。

日頃の訓練成果を披露するとともに、お互いの習得した
救助技術を競い、技術の向上を図ることで、全国市民の消
防に寄せる期待に力強く応えることを目的として毎年開催さ
れているものです。


